
別記様式第２

国北整阿工第１８３号

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所　技術担当副所長宛

６．書面の宛先

４．業務評定点及び管理技術者評定点

　　　　　　　鈴置　真央

〒９６５－８５６７　福島県会津若松市表町２－７０

〒９６５－００１３

株式会社　山口設計

２．履行期間

　　　　令和　８年　３月３１日

別紙「建築設計等委託業務成績評定通知表」に示す

山口　剛　殿

１．委託業務等名

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所長

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所　工務課長

令和　８年　３月３０日

国土交通省北陸地方整備局

〒９６５－８５６７　福島県会津若松市表町２－７０

記

業務

ＴＥＬ０２４２－２６－６４４１（代）内線３１１

５．送付先

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件

３．完了検査年月日

福島県会津若松市堤町１１番９号

　貴社が受注した下記の業務について、地方整備局等建築設計等委託業務成績評定要領に
基づき評定した結果を通知します。
　なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この書面
の通知を受けた日から起算して14日（行政機関の休日に開する法律（昭和63年法律第91
号）に規定する休日を含む。）以内に書面により、説明を求めることができます。
　疑問の旨に対する説明は、書面により回答いたします。
　なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は、下記
の通りです。

て

７．手続き等の問い合わせ先

業 務 成 績 評 定 通 知 書

　　　阿賀川河川事務所長



（ ）

（ ）

（ ）

建築設計等委託業務成績評定通知表

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

令和　８年　３月３０日

令和　８年　３月３１日

別紙

当初：

名称：

契約金額

令和　８年　３月２７日

阿賀川河川事務所

￥１２，９８０，０００

業務名称

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

￥１２，９８０，０００

最終：

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件業務

履行期間

当初：

完了年月日

最終：

注１）　基礎項目とは、全ての業務に共通する基礎的な内容に関する評価項目をいう。
注２）　創意工夫項目とは、業務の履行上の創意工夫に関する評価項目をいい、「創意工夫の余地の小さい業務」
　　　については評価を行わない。
注３）  総合点には、業務履行中の減点がある場合、それを加算している。

　 管理技術者評定点（管理技術者に対する評価）

発注者名

71

所在地
契約相手方名称・

完了検査年月日

② 基礎点（基礎項目のみの評価による） 72

所在地： 福島県会津若松市堤町１１番９
号

① 総合点（基礎項目注１）及び創意工夫項目注２）の評価による）

株式会社　山口設計

管理技術者評定点

業務評定点

72



↓

0.68

／

基礎 4.00

業務目的の達成度

／

1.40

株式会社　山口設計受注者名

事故等による減点

／

1.30

指標

基礎

18

－

小計(創意工夫項目)

得点 配点

業務評定点（総合点）の内訳

－

33

2.87

課題（物理的条件、社会的条件、要望、
コスト）への対応

+

０点

34

瑕疵修補又は損害賠償による減点

業務目的の達成度

評価の視点

2.00

基礎

－

業務の実施状況

基礎

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件業務

基礎：与条件の理解、円滑な業務遂行、
技術的検討、仕様書・基準類の理解、施
工に関する一般的な知識
創意工夫：創意工夫、積極的な提案、専
門的な知識、法令等の理解、特定行政庁
等との調整

－

－

項目の
分類

／

基礎

参考

与条件の理解、業務
への反映（設計提
案）

0.35

0

基礎

７２点

記載の程度、成果物の内容

－

／

2.00

業務評定点（総合点：減点無し）

評価項目

+

業務の実施能力

０点

業務履行中の説明資
料（途中成果物）に
関する評価

調整及び説明、対応
の迅速性

+ 2.00

0.00

他分野との調整、工程管理、取組姿勢、
責任感の強さ、説明力（プレゼンテー
ション力）、協調性）

（表の見方）
１）評定点は６５点を標準として加減点最大±３５点で算出している。
２）加減点数の項目別の配点は、業務内容によって異なる。
３）本業務の受託者が得点した点数を項目別に指標化している。

業務実施体制

／

+

35

0

基礎

－

業務の全体把握、工程管理、取組姿勢、
責任感の強さ、説明力（プレゼンテー
ション力）、協調性

管理技術者の能力

業務態勢、自主管理

／

／

／課題への対応

／

0.00

創意
工夫

／

業務名

創意
工夫

－

業務評定点（総合点：減点無し）の加減点数の評価項目別内訳

6.60

創意
工夫

20.00

合計

／

+

－

1.00

4.00記載の程度、途中成果物の内容

／

主任担当技術者の能力

－

35.00

小計(基礎項目)

基礎：打合せ内容の理解、記録、指示・
協議事項への対応
創意工夫：設計提案等の説明（プレゼン
テーション力）

6.60

－

35.00

14



３）本業務の受託者が得点した点数を項目別に指標化している。
４）指標は０を標準（加減点なし）とし、-１００から＋１００までの整数で表示している。
５）「創意工夫の余地の小さい業務」については、創意工夫項目の評価を行わない。



別記様式第３

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所　技術担当副所長宛

国北整阿工第１８３号

６．書面の宛先

　　　　　　　鈴置　真央

〒９６５－８５６７　福島県会津若松市表町２－７０

〒９６５－００１３

国土交通省北陸地方整備局

株式会社　山口設計

別紙「建築設計等委託業務成績評定再通知表」に示す

　　　　令和　８年　３月３１日

山口　剛　殿

１．委託業務等名

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所長

国土交通省北陸地方整備局　阿賀川河川事務所　工務課長

令和　８年　３月３０日

〒９６５－８５６７　福島県会津若松市表町２－７０

ＴＥＬ０２４２－２６－６４４１（代）内線３１１

４．業務評定点（再通知）及び管理技術者評定点（再通知）

３．完了検査年月日

　貴社が受注した下記の業務について、地方整備局等建築設計等委託業務成績評定要領に
基づき評定した結果を再通知します。
　なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この書面
の通知を受けた日から起算して14日（行政機関の休日に開する法律（昭和63年法律第91
号）に規定する休日を含む。）以内に書面により、説明を求めることができます。
　疑問の旨に対する説明は、書面により回答いたします。
　なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は、下記
の通りです。

福島県会津若松市堤町１１番９号

て

７．手続き等の問い合わせ先

業 務 成 績 評 定 再 通 知 書

　　　阿賀川河川事務所長

記

業務

５．送付先

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件

２．履行期間



（ ）

（ ）

（ ）

建築設計等委託業務成績評定通知表（再通知）

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

令和　８年　３月３０日

令和　８年　３月３１日

別紙

当初：

名称：

契約金額

令和　８年　３月２７日

阿賀川河川事務所

￥１２，９８０，０００

業務名称

令和　７年１０月　１日～令和　８年　３月２７日

￥１２，９８０，０００

最終：

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件業務

履行期間

当初：

完了年月日

最終：

注１）　基礎項目とは、全ての業務に共通する基礎的な内容に関する評価項目をいう。
注２）　創意工夫項目とは、業務の履行上の創意工夫に関する評価項目をいい、「創意工夫の余地の小さい業務」
　　　については評価を行わない。
注３）  総合点には、業務履行中の減点がある場合、それを加算している。
注４）  再通知の場合は、総合点に業務完了後に生じた事由による減点を加算している。

　 管理技術者評定点（管理技術者に対する評価）

発注者名

71

所在地
契約相手方名称・

完了検査年月日

② 基礎点（基礎項目のみの評価による） 72

所在地： 福島県会津若松市堤町１１番９
号

① 総合点（基礎項目注１）及び創意工夫項目注２）の評価による）

株式会社　山口設計

管理技術者評定点（再通知）

業務評定点（再通知）

72



↓

0.68

／

基礎

業務目的の達成度

4.00

／

1.40

株式会社　山口設計受注者名

事故等による減点

／

1.30

指標

基礎

18

－

小計(創意工夫項目)

得点 配点

業務評定点（総合点）（再通知）の内訳

－

33

2.87

課題（物理的条件、社会的条件、要望、
コスト）への対応

+

０点

34

瑕疵修補又は損害賠償による減点

業務目的の達成度

評価の視点

2.00

基礎

－

業務の実施状況

基礎

令和７年度阿賀川河川事務所空調設備改修設計その２外１件業務

基礎：与条件の理解、円滑な業務遂行、
技術的検討、仕様書・基準類の理解、施
工に関する一般的な知識
創意工夫：創意工夫、積極的な提案、専
門的な知識、法令等の理解、特定行政庁
等との調整

－

－

項目の
分類

／

基礎

参考

与条件の理解、業務
への反映（設計提
案）

0.35

0

基礎

７２点

記載の程度、成果物の内容

－

／

2.00

業務評定点（総合点：減点無し）

評価項目

+

業務の実施能力

０点

業務履行中の説明資
料（途中成果物）に
関する評価

調整及び説明、対応
の迅速性

+ 2.00

0.00

他分野との調整、工程管理、取組姿勢、
責任感の強さ、説明力（プレゼンテー
ション力）、協調性）

（表の見方）
１）評定点は６５点を標準として加減点最大±３５点で算出している。
２）加減点数の項目別の配点は、業務内容によって異なる。
３）本業務の受託者が得点した点数を項目別に指標化している。

業務実施体制

／

+

35

0

基礎

－

業務の全体把握、工程管理、取組姿勢、
責任感の強さ、説明力（プレゼンテー
ション力）、協調性

管理技術者の能力

／

業務態勢、自主管理

／

／課題への対応

／

0.00

創意
工夫

／

業務名

創意
工夫

－

業務評定点（総合点：減点無し）の加減点数の評価項目別内訳

6.60

創意
工夫

20.00

合計

／

+

－

1.00

4.00記載の程度、途中成果物の内容

／

主任担当技術者の能力

－

35.00

小計(基礎項目)

基礎：打合せ内容の理解、記録、指示・
協議事項への対応
創意工夫：設計提案等の説明（プレゼン
テーション力）

6.60

－

35.00

14



３）本業務の受託者が得点した点数を項目別に指標化している。
４）指標は０を標準（加減点なし）とし、-１００から＋１００までの整数で表示している。
５）「創意工夫の余地の小さい業務」については、創意工夫項目の評価を行わない。


